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蚕の成虫



セミの蛹（サナギ）





（吉林省遼源市の青空市場）



（北京王府井市場）





（河南省開封市夜市）



気候変動（異常気象／干魃、大雨）

人口爆発（アフリカなど） 食料不足

将来不安

日本のような食料自給率の低い国は？

食料の確保はできるか？

【自衛手段】 国内農業生産の拡大（耕作放棄地活用）
既存食料原料の見直し（大豆ミートなど）
昆虫食の普及

中国共同富裕

今 なぜ昆虫食か？



セミの幼虫の調理法
セミの幼虫は、成虫になるための栄養分を蓄えるためアミノ酸を木から吸い上
げています。なので、他の昆虫と違って排泄を行わないことが良く知られてい
ます。そのためセミの幼虫の場合は、他の昆虫のような腸内洗浄を行う必要が
ありません。
セミの幼虫を調理する際には、素早く火を通すのが肝心です。セミの幼虫は素
揚げして塩を振って食べるのが一般的ですが、串焼きや串カツ仕立てにしてみ
るのも良いでしょう。幼虫の外骨格は、火を通すと丸ごと食べられるようにな
ります。

セミの成虫の調理法
セミの成虫は、羽化してからわずか7日という短い生涯を、子孫を残すことの
みに費やします。私たち人間は、その7日間でセミの成虫を捕らえて調理して
いくのです。
セミの成虫は、幼虫の時よりも外骨格が固いのですが羽化直後のものは非常に
柔らかくなっています。なので、羽化するために地上に出てきた幼虫を捕らえ
て煮付けにする地方もあります。昆虫は総じて淡白な味わいなので、塩や醤油
などで強めに味付けするのが基本なのです。



コオロギ
日本でのコオロギは、アロワナなどの大型熱帯魚や爬虫類を育てるため
の餌としての役目を持っていますが、中国では日本とは違った風習の中
で利用されています。それが「闘蟋（とうしつ）」です。
闘犬や闘鶏などと同じく、自分の手で大きく育てたコオロギを持ち寄り
戦わせあうのです。このため、中国ではコオロギの養殖が盛んなので食
用昆虫としても高い人気を持っているのです。

コオロギの調理法食用にするコオロギは、最低でも5cm以上ある大型の
ものを選んで使います。コオロギは雑食性なので、下準備の際には入念
に腸内洗浄を行っておきます。足が付いていると喉を通りづらいことが
あるので、取っておくのが無難でしょう。
コオロギは、油で素揚げして塩で味付けするのが最もシンプルで味を楽
しめると言われています。サラダに入れてサクサクした食感を楽しんだ
り、スープのクルトン代わりにしてみたりと様々な利用法があります。



世界で食べられてきた食用昆虫



タンパク質と脂肪含有率



昆虫食の風味



昆虫は良質のタンパク質と脂肪を持つ栄養価の高い生き物

文化人類学者マービン・ハリスの最善採餌理論
・昆虫食が好んで食べられない理由は採集に手間がかかる、大量入
手不可、効率悪い

・「私達が昆虫を食べないのは昆虫が汚らしく、吐き気をもたらす
からではない。そうではなく、私達は昆虫を食べないがゆえに、
それは汚らしく吐き気をもたらすのである」

日本の食料自給率37％を向上させるためには

昆虫は食料危機の救世主
・種類が多く、量も豊富
・繁殖力が旺盛
・餌が人の食料と競合しない
・変温動物でエネルギー効率が良い


